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（7 か国 17 施設）の 1 つに登録された国立西洋美術館(東京都)、2017 年に登録された「『神宿
る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」まで、文化遺産は 17 件に達している。世界自然遺産は、1993
年の屋久島（鹿児島県）と白神山地（青森・秋田県）が登録されて以降、知床（北海道）、小笠
原諸島（東京都）の 4 件がある。2017 年 6 月時点で世界には、1,052 件の世界遺産が登録され、





































































－ 79 － 
＜図表 1 歴史・文化を生かしたまちづくり＞ 
 




的枠組みである「無形文化遺産の保護に関する条約」が採択され、2006 年 4 月に発効した。わ








 これらの前提により、代表一覧表には 2009 年 9 月末にわが国の「雅楽」「アイヌ古式舞踊」
等 13 件を含む 76 件が記載された。一覧表には、既に「人類の口承及び無形遺産に関する傑作」
として宣言された 90 件(わが国の「能楽」「人形浄瑠璃」「歌舞伎」を含む)がある(文科省[2009])。
図表 2 を見ると、人文学の視座による無形文化財が記載されており、「取引」という社会科学的
－ 80 － 
視座による遺産は見当たらない。 
 





























































げに意欲ある地域の取り組みを支援してきた。2017 年度は 1 月から 2 月まで事業対象地域を公
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 観光庁の「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」について、現在までの 3 か年における、
選定事業の特徴を見ていく。選定主体者が、観光庁ということを念頭におくと、単に地域の活
性化だけではなく、観光による活性化が念頭にある。 
1) 2015 年度の選定事業 
 観光地魅力創造事業は、2015 年度は 31 件が選定された。地域では、北海道 1 件、東北 4 県、










2) 2016 年度の選定事業 
 観光地魅力創造活動は、2016 年度は 34 件が選定された。地域では、北海道 4 件、東北 3 県、
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意欲が出ている。 
3) 2017 年度の選定事業 
 2017 年度は、先にあげたように 4 月に第 1 弾として新規に事業実施する地域 9 件について先
行して公表した。そして、前年度からの継続事業 24 件を追加公表したため、33 件が選定され
た。地域では、北海道 4 件、東北 1 県、関東 3 件、北信越 5 件、中部 4 件、関西 5 件、中国 5







4) 3 か年の取り組み状況 























































定有形文化財であるが、約 300 年前から 20 世紀になる頃まで、松前藩第一の豪商として江差で
廻船問屋を経営していた。家屋には、江差の最盛期の様子を伝える古文書や調度品が保存され
ている。建物は、1986 年度に全修復が施され、保存されていた古文書、調度品も建物と同時に
1987 年度から公開している。道指定有形民俗文化財である横山家は、初代から現在まで 200 年
以上の歴史を刻んでいる。初代から現在地において漁業、商業、廻船問屋を経営していた。現






















 さらに北海道最古の祭りを伝えるのが江差山車会館である。毎年 8 月の姥神大神宮渡御祭で
は、町内を練り歩く 13 台の山車のうち 2 台を常設展示している。姥神大神宮渡御祭の起源や歴


















易の 3 形態に分類されている(吉田[1983])。 




























の終わりには日切市(毎月 2 の日に開催される 2 日市等)、その後は六斎市（2 の日と 7 の日に開
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2) 中世の市 
 わが国では、鎌倉時代には各地方での商業活動も活発になり、月 3 回の定期市(三斎市)が、
国府、寺社門前、地頭館や荘園政所前、宿駅や港湾等で開催されるようになった。鎌倉では、
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ノ」、「女性」が、新しい感性や刺激を地域に持ち込み、全国で活躍している。この事業は、開
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われるマグロは、400 本から 1,000 本もあり、首都圏を中心に毎日出荷されている(三浦市ウェ
ブサイト)。 
 このような歴史的な経緯により、「三崎といえばマグロ」といわれる地方卸売市場になった。


















れら魚介類を取り扱う当魚市場の卸売場も銚子漁港整備に呼応し、第 1・第 2・第 3 卸売場と受
入れ施設の整備拡充が図られた(銚子市漁業協同組合)。 
 銚子漁港は、5 年連続水揚げ量日本一であり、3 つの卸売市場を抱える全国有数の大規模港で
ある。魚の種類や船の大きさで水揚げされる場所が異なるため、卸売市場が複数存在する。セ
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